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清掃・廃棄物処理について

フジテレビに於ける清掃・廃棄物処理についての基本的な考え方

フジテレビ本社ビル内に於ける21年度廃棄物（ごみ）の総廃棄量（処理量）

1,489t／年（124t／月、4t／日）

フジテレビ本社ビルにおける清掃・廃棄担当スタッフの人数 のべ約１００名。
もちろん、清掃・廃棄にはその人件費等が掛かります。

つまり、
清掃や、廃棄物（ごみ）を分別しリサイクル処理するには労力とお金がかかる
（⇔分別・リサイクルをしなければ費用削減になる）

ではなぜ分別・リサイクルを？

1. 自治体からの指導
毎年度始め、港区へ「再利用計画書」（前年度廃棄物の処理実績＆今年度目標等）の
提出義務あり。（あまり悪いと区から指導の場合あり）
※フジテレビ本社ビルにおける２１年度のリサイクル率 ９８．９％（優良）

分別の種類 （分別マニュアル参照）

重要 家庭での分別方法と違う

燃えるゴミ、燃えないゴミ → 廃棄（焼却・埋め立て）の為の分別
紙 類、プラスチック類 → リサイクルの為の分別

2. 企業としての社会的責任（CSR）・・・環境活動の一環
廃棄物の抑制、再利用、リサイクルの為の適切な分別を心がける（３R）
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社内での廃棄からリサイクルまでの流れ

1 フジテレビ社員・スタッフが各フロアの分別ごみ箱に廃棄物を入れる

2 清掃スタッフが各分別ごみ箱から回収したものをストックヤードに持ち込み、
それぞれの場所に置く（分別ごみ・未分別ごみ他）

3 分別ごみ ･･･ 減容（圧縮）等の加工をして各処理工場にそのまま搬出
未分別ごみ･･･ スタッフにより手作業で出来る限り分別され、それぞれの処理工場に搬出

→これにより高いリサイクル率を達成

※未分別を減らす（分別率のUP）ことにより費用削減

ストックヤードに於ける主な業務内容

１．廃棄物の分別及び処理工場への搬出作業。処理実績等のデータ管理

２．機密文書の回収（分別マニュアルに基づく）
※機密文書の処理方法
①シュレッダー、②館内6箇所の「ようかいくん」への投入、③スタッフによる回収

３．消磁テープの処理（分別マニュアルに基づく）

〈参考〉
管路収集システム…お台場地区の大規模建築物と有明清掃工場を地下の「管路」により廃棄物を運搬・処理するシステム
（廃棄処理）→現在は殆ど使用していない（廃棄物全体の２～３％）

その他

社内イントラにて毎週分別率の報告
各局での文具用品回収BOXの設置･･･使い回しの為
社内全体での使い回しの為、郵便室前に回収BOXを設置

最後に…まずは一人一人から

１．自分のまわりは出来るだけ自分できれいにする。
２．ルールに沿った分別による廃棄を心がける
３．３R（廃棄物の抑制、再利用、リサイクル）の推進

費用の削減（廃棄物処理費、人件費等）、社会的貢献、環境美化等々


